
佐賀県、佐賀県教育委員会、佐賀市教育委員会、佐賀県私立幼稚園・認定こども園連合会
佐賀県保育会、佐賀新聞社、九州西部地域大学・短期大学連合産学官連携プラットフォーム

【後　　　　　援】【後　　　　　援】佐賀県、佐賀県教育委員会、佐賀市教育委員会、佐賀県私立幼稚園・認定こども園連合会
佐賀県保育会、佐賀新聞社、九州西部地域大学・短期大学連合産学官連携プラットフォーム

【お問い合わせ先】西九州大学子ども学部
西九州大学短期大学部幼児保育学科 TEL.0952-31-3001 FAX.0952-31-3073

― 家庭、学校・園、医療や福祉のつながりについて考える ―

平成30年度 西九州大学・西九州大学短期大学部
「子ども研究ネットワーク」研究大会

2月24日Ｈ31 日

9：30～12：30（受付9：00） 佐賀県佐賀市神園３丁目18-15  TEL.0952-31-3001（代表）

参加無料
参加申込み締切

まで
2月18日（月）

〒840-0806 佐賀市神園3丁目18-15 nky_kodomo@nisikyu-u.ac.jp

西九州大学
佐賀キャンパス
5号館2階 5201教室

基調講演 ■9：45～11：15  
関係諸機関、家庭との連携の在り方について考える
～発達支援に携わる心理職の立場から～
講師／上岡  義典 氏（徳島大学大学院 社会産業理工学研究部 社会総合科学域 人間科学系 心理学分野 教授） 

パネルディスカッション
話題① ■11：20～11：40
学校と放課後等デイサービスとの連携の在り方
～ある小学校でのモデル研究を通して～
パネリスト／猪子  秀太郎 氏 （徳島県立阿南支援学校 教頭）
話題② ■11：40～12：00
一人ひとりの子を大切に考えた子育て支援と各機関の連携について
パネリスト／金ヶ江  和文 氏 （社会福祉法人明日香 杉の子保育園 園長）

ディスカッション ■12：00～12：30 
コメンテーター／上岡  義典 氏 
コーディネーター／占部  尊士 （西九州大学短期大学部）

開会の挨拶 
■9：30～9：40

閉会の挨拶
■12：30　
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参加申込書 【NCN研究大会事務局：FAX 0952-31-3073】
必要事項を記入の上、2月18日（月）までにFAXにてご連絡ください。

氏 名

所属・役職

TEL・FAX E-mail

※ご連絡いただいた個人情報については、研究大会の受付のみに使用し、適切に取り扱います。

〒840-0806 佐賀市神園3丁目18-15

TEL.0952-31-3001
市営バス利用
市営バス（若楠・佐賀記念病院線）～
西九神園前下車（約200ｍ）
市営バス（卸センター・医大線）～
西九神園南下車（約200ｍ）

●

●

西九州大学
佐賀キャンパス

校内に2箇所177台の駐車場があります。

自動車利用

神埼キャンパスとお間違えのないよう
ご注意ください。

会場へのアクセス

〈キリトリ線〉

　西九州大学・西九州大学短期大学部では、平成21年に「子ども研究ネットワーク」を立ち上げ、「子どもの
育ち」をテーマとした研究大会を開催し、“学びの輪”を広げてきました。さらに前回の大会では、発達障害
児の移行支援として通級による指導を中心に佐賀県内で行われている新たな取組の紹介と子どもの未来
を見据えた今後の研究や支援のあり方についての議論を深めていきました。
　「児童発達支援ガイドライン」（厚生労働省）においても障害のある子どもの健やかな育成のために、子ど
ものライフステージに沿って、地域の保健・医療・障害福祉・保育・教育・就労支援等の関係機関が連携を図
ることの重要性が示されています。それには「本人支援」だけでなく、「移行支援」や「家族支援」、「地域
支援」を通して育ちの環境を整え、切れ目の無い一貫した支援を提供する体制の構築が望まれています。
　そこで本研究大会では、教育機関と療育機関、家庭との連携のあり方について、実践家と専門家の方々
からお話頂き、参加者の方々と議論を深めていくことを目指しております。子ども本人の最善の利益の
保障について再確認するとともに、子どもの未来を見据えた医療・福祉・教育との連携のあり方について
議論を深めていただければ幸いです。


